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庄 東 用 水 だ よ り

就任のご挨拶

庄東用水土地改良区理事長　　川合昭夫

　組合員の皆様には、日頃から当区の運営と農業農村整備事業の推進に格別のご理解とご協力を賜り、厚く

お礼申し申し上げます。

　さて、任期満了に伴う役員選挙が執行され、全選挙区において立候補者数が定数どおりとなり、３月２０日

に当選が確定したのを受けて、３月２７日組織役員会において、再度理事長に選出されました。もとより浅学

菲才の身でありますが、誠心誠意努める所存でございますので、今後とも変わらぬご協力を賜りますようお

願い申しあげます。

　ところで、２月３日に開催した第１４回臨時総代会と３月１７日に開催した第１５回通常総代会で、平成２５年度

一般会計及び特別会計収支決算の承認と新規事業の承認、平成２６年度補正予算並びに平成２７年度予算案を承

認いただき誠に有難うございました。

　さて、当土地改良区の管理するかんがい施設は、約４０年から６０年経過し、老朽化等が進み施設の維持管理

に支障が来たし、多大な経費を費やしているため、三合新用水路では、平成２４年度から県営中山間地域総合

整備事業により暗渠化工事を実施中、また、針山口用水路では平成２４年度から排水対策として県単独事業に

よる嵩上げ改良工事を２６年度までの３年間で完成しました。芹谷野用水路では、平成２５年度より福岡地内か

ら増山地内までの約２.６ｋｍを県営基幹水利施設ストックマネジメント事業により改修を行い、維持管理費

の軽減を図りたいと思っております。

　さらに、皆様もご存じのとおり、農業用水を利用した小水力発電を、いち早く取り入れ芹谷野発電所と三

合新発電所の２カ所を計画いたしております。

　芹谷野発電所では、平成２６年度に実施設計、平成２７年度から本格的に工事を行い平成２８年度中には運転開

始する予定であります。また、三合新発電所は、平成２６年度は基本設計、平成２７年度は実施設計を行う予定

としております。両発電所を一日も早く完成させ、施設の維持管理費及び農家賦課金の軽減に寄与したいと

思っております。

　最後になりましたが、組合員の皆様にできるだけ負担を掛けないよう努めてまいりますので、一層のご理

解とご協力をお願いいたします。

１

第１４回臨時総代会の開催第１４回臨時総代会の開催
地域用水環境整備事業三合新地区新規施行について議決される。

　去る、２月３日（火）午後２時から砺波市東般若農村振興会館２階大ホールにおいて第１４回臨時総代会を総代

４７名と理事長以下役員２４名が出席し開催されました。

最初に川合理事長の挨拶のあと、第２選挙区選出総代の林 友行氏を議長に選出した後、議事録記名人に第３選挙

区選出総代の遠田克己氏と第６選挙区選出総代の赤井秀二氏の２名を指名し議事に入った。議事では、平成２５年

度一般会計及び特別会計の決算、庄東用水土地改良区の定款の一部改正、地域用水環境整備事業三合新地区新規

施行の議決について審議され、３議案すべて原案どおり可決承認されました。
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平成２５年度一般会計及び特別会計賦課金収支決算

議案第１号

議案第２号

議案第３号

平成２５年度事業報告、一般会計及び特別会計収支決算並びに

財産目録議決について

庄東用水土地改良区定款の一部改正の議決について

地域用水環境整備事業三合新地区新規施行の議決について

臨時総代会附議事項

平成２６年度繰越額  ２１,４１４,８６２円

庄 東 用 水 だ よ り

（川合理事長挨拶） （林　友行議長挨拶）

特別会計　地区別運用積立金収支決算（円）

特別会計　運用積立金収支決算（円）

特別会計　役員退任慰労及び功労者表彰積立金収支決算（円）

特別会計　職員退職積立金収支決算（円）

特別会計　農地転用決済金収支決算（円）

予算額

88,171,435

支出額

8,011,800

差引２５年度繰越額

80,201,760

収入額

88,213,560

予算額

5,439,000

支出額

0

差引２５年度繰越額

5,440,733

収入額

5,440,733

予算額

2,848,000

支出額

35,000

差引２５年度繰越額

2,813,304

収入額

2,848,304

予算額

4,546,000

支出額

０

差引２５年度繰越額

4,546,815

収入額

4,546,815

予算額

701,000

支出額

0

差引２５年度繰越額

3,066,395

収入額

3,066,395

収入の部
91,451,250
（円）

組合費
29,900,655

前年度繰越金
36,509,345

補助金
10,720,000雑収入

948,108

協力費
４,627,504

交付金
733,838

繰入金
8,011,800

支出の部
70,036,388
（円）

会議費
1,429,136

事業費
14,261,800

分担金
11,103,913

共済費
1,528,860

負担金
376,600

繰出し金
14,946,000

諸費
1,262,733

償還金及び利子
223,517

委託費
450,000

維持管理費
8,551,599

事務所費
13,266,398

事務費
2,635,832

第１２号平成２７年 ５月
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庄 東 用 水 だ よ り

◆一般会計収入・支出予算

平成２７年度一般会計収入・支出予算

収入の部
354,322
（千円）

支出の部
354,322
（千円）

事務所費
20,210

交付金
224

協力金
4,612

組合費
29,822

借入金
118,628

事務費
3,900

維持管理費
10,500

事業費
281,300

会議費
1,750

予備費
15,922

分担金
10,728

補助金
171,330

雑収入
８０６

繰入金
8,900

繰越金
20,000

共済費
1,700

負担金
730

繰出し金
4,946

諸費
2,050

償還金及び
利子　586

第１５回通常総代会の開催第１５回通常総代会の開催

　去る、３月１７日（火）午後２時から砺波市東般若農村振興会館２階大ホールにおいて第１５回通常総代会を総代５４

名と理事長以下役員２５名が出席し開催されました。

　今回の総代会は、２月２７日から新任として就任された皆さんによるものです。

　最初に川合理事長の挨拶のあと、第３選挙区選出総代の遠田克己氏を議長に選出した後、議事録記名人に第１

選挙区選出総代の有澤隆三氏と第４選挙区選出総代の前山久義氏の２名を指名し議事に入った。議事では、平成

２６年度一般会計及び特別会計の補正予算の議決、地域用水環境整備事業三合新地区新規施行の再議決、平成２７年

度事業計画・一般会計及び特別会計収支予算の審議ほか、７議案すべて原案どおり可決承認されました。

議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号

議案第８号

議案第９号

議案第10号

平成26年度一般会計及び特別会計収支補正予算の議決について

地域用水環境整備事業三合新地区新規施行の再議決について

平成27年度事業計画・一般会計及び特別会計収支予算の議決について

平成27年度組合費の賦課徴収の議決について

平成27年度長期借入金の議決について

平成27年度農地転用決済金の議決について

平成27年度積立金及び余裕金の預入先の議決について

平成27年度一時借入金の議決について

平成27年度役員並びに総代報酬の議決について

役員選挙について

通常総代会附議事項

（川合理事長挨拶） （遠田克己議長挨拶）

平成２７年 ５月第１２号



庄 東 用 水 だ よ り

４

◆平成27年度　特別会計予算

特別会計　地区別運用積立金収支予算

予算額：収入・支出共　７８，１１５千円

特別会計　運用積立金収支予算

予算額：収入・支出共　７，０４１千円

特別会計　役員退任慰労及び功労者表彰積立金収支予算

予算額：収入・支出共　３，９０７千円

特別会計　職員退職給与積立金収支予算

予算額：収入・支出共　５，７４９千円

特別会計　農地転用決済金収支予算

予算額：収入・支出共　３，３０９千円

第１

第２

第３

第１

第２

第３

砺波市雄神
（5人）

砺波市般若
（11人）

砺波市栴檀野
（6人）

小　谷　憲　夫

有　澤　隆　三

武　田　榮　一

大　井　平　雄

田　中　和　博

辻　　　昭   男

久　田　純　一

古　沢　芳　雄

亀ケ谷   治   夫

安　藤　繁　隆

開　田　哲　弘

林　　　　　昇

八　田　章　義

八　田　栄　松

高　畑　嗣　正

北　井　幸　男

堀　田　則　吉

藤　原　　　実

遠　田　克　己

遠　田　利　夫

第３

第４

第５

第４

第５

砺波市栴檀野

砺波市東般若
（9人）

高岡市中田
（17人）

今　泉　雅　晴

山　本　幸　浩

福　島　将　晃

朴　木　裕　晴

明　嵐  　 　隆

竹　端　一　朗

前　山　久　義

永　森　耕　治

宮　崎　義　浩

長　久　武　志

石　田　　   均

岡　島　稜　一

島　　　繁二郎

瀧　田　統　之

沖　田　幸　雄

滝　口　芳　文

中　谷   喜代志

島　田　　   毅

林　　　　　繁

中　島　　   勤

第５

第６

第５

第６

高岡市中田

射水市串田・
水戸田
（12人）

渡　邉　堅　二

酒　井　信　之

松　下　哲　正

山　本　信　治

高　田　勝　則

宮　崎　喜　平

中　原　  　 守

窪　田　好　晃

大　居　長　政

湶　　   則　之

西　岡　武　晃

松　郷　清　光

麻　畑　雄　次

明　地　正　之

坂　上　英　成

山　崎　秀　之

嶋　　　　　昇

犀　籐　博　樹

藤　井　謙　二

沖　  　 和　弘

選挙区 地区名 氏　名

選挙区 地区名 氏　名 選挙区 地区名 氏　名 選挙区 地区名 氏　名

選挙区 地区名 氏　名 選挙区 地区名 氏　名

新役員26名の就任（任期：Ｈ２７.４.１～Ｈ３１.３.３１)

坂　口　茂　男

坂　井　昭　吉

坂　井　富　一

齊　藤　和　作

八　田　一　郎

川　合　昭　夫

朴　木　豊　昭

信　田　吉　春

砺波市雄神

砺波市般若

砺波市栴檀野

砺波市東般若

高岡市中田

森 　     正　行

竹　端　孝　行

前　山　明　秀

中　山　  　 晃

三　屋　　　勉

加　藤　幹　雄

細　川　与志夫

井　上　健　冶

高岡市中田

射水市串田

・水戸田

岡　田　義　巳

柳　清　良　一

篠　田　己千夫

森　川　信　雄

山　本　克　伸

竹　島　孝　一

☆理事  ２２名

☆総代  ６０名（任期：Ｈ27.2.27～Ｈ31.2.26)

第４期　　　役員及び総代の紹介
　役員の任期満了に伴い、第１５回通常総会において役員選挙が行われ、理事２２名、監事４名の計２６名が選任さ

れました。また、２月１３日に砺波市選挙管理委員会による総代選挙が行われ総代６０名が決定しました。第３期

の役員並びに総代の皆さん方には、いろいろお世話いただき有り難うございました。第４期の新役員、新総代

の皆さん方には、今後４年間よろしくお願い致します。

第１２号平成２７年 ５月

次項につづく
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庄 東 用 水 だ よ り

平成２６年度に実施した主な事業

第1・2

第６

第3・4 第５

選挙区 地区名 氏　名 選挙区 地区名 氏　名 選挙区 地区名 氏　名

山　根　一　夫

池　原　安　則

雄神・般若

串田・水戸田

栴檀野・東般若 中　岡　一　正 中田 長　森　正　樹

☆監事  ４名

新組織体制スタート（Ｈ２７.４.１～Ｈ３１.３.３１）

役　職　名

理　　事　　長

副　理　事　長

用水管理委員長

総　括　監　事

     　　　　氏　　　　　　　名

川　合　昭　夫

朴　木　豊　昭（庶務会計担当理事）

坂　口　茂　男（三合新用水）

中　山　　　晃（針山口用水）

山　根　一　夫

　　　　　　　　　　　　　　　　      氏　　　　　　　名

　　　　　　　　　

三　屋　　　勉（工務管理担当理事）

竹　島　孝　一（芹谷野用水）

●三合新用水路（県営事業）
※事業名：中山間地域総合対策事業
　　　　　　　　　(１ー５号用水路下流区間)

・施行場所：砺波市三谷地内

・事 業 量：用水路L=267m、暗渠水路

                   １ 式

●芹谷野用水路
※事業名：県営基幹水利施設ストック
　　　　　　　　　マネジメント事業

・施行場所：砺波市福岡～増山地内

・事 業 量：Ｌ=1,574ｍ

●針山口用水路
※事業名：H26.7.20災害復旧工事
　　　　　　　　　(ネットフェンス整備)

・施行場所：砺波市今泉地内

・事 業 量：L=10m

●針山口用水路
※事業名：県単独農業農村整備事業
　　　　　　　　　(針山口用水地区)

・施行場所：高岡市　今泉地内

・事 業 量：用水嵩上げH=0.30m、670m

●芹谷野用水路
※事業名：維持管理事業
　　　　　　　　　(管理道補修)

・施行場所：砺波市増山地内

・事 業 量：L=58m

平成２７年 ５月第１２号
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川合理事長が全国土地改良功労賞を受賞される。

　平成２７年３月２５日東京都「シェ

ーンバッハ砂防」において全国土地

改良事業団体連合会主催による第５６

回全国土地改良功労者表彰式が開催

されました。長年の功績を評価され、当

区の川合昭夫理事長が土地改良功労

者表彰を受賞されました。

【分水嶺、荘川桜にて】 【庄川合口堰堤、安川発電所】

　平成２６年１０月３日、当区が企画する農業用水施設広報活動の一環として高岡市立中田小学校４年生（４６

名）を対象に、農業用水施設見学会を行った。

　当日は少し雨模様であったが、庄川の源流にあたる岐阜県「ひるがの高原」にある「庄川の分水嶺」と

「荘川の桜」、「御母衣ダム」、「庄川水資料館」、「庄川合口用水堰堤」、「安川発電所」を見学し、用水の多面的

機能や維持管理の大切さなどを学びました。

農業用水施設見学会の開催
（高岡市立中田小学校）

平成２６年度　施設の江廻り見分を実施
　平成２７年３月２７日（金）、土地

改良区役員による農業用水の通

水を前に管内の用排水路、水

門、管理道路等の施設を一斉に

見分し、給水への障害となるこ

とのないよう検討を図った。

第１２号平成２７年 ５月

中山間総合整備事業（安川地内） ストマネ事業（増山地内）

平成２６年度　施設の江廻り見分を実施



三合新用水（天皇地内） 針山口用水（常国地内）

庄 東 用 水 だ よ り

　農業用水を利用した小水力発電に

関し、平成２４年７月から新たに再生

可能エネルギーの固定価格買取制度

が施行され、これまでよりも有利な

単価での売電契約が可能となりまし

た。当区では、芹谷野用水路の下流

部（高岡市小泉新～射水市串田新地

内）において、最大発電量８９ｋｗの

発電所建設を平成２７年度から工事着

工する運びとなりました。これも関

係地域の皆さん方の協力のお陰と感

謝いたしております。また、三合新

発電所につきましては、平成２６年度

は基本設計、平成２７年度は実施設計

業務を開始することになっておりま

す。

　なお、この２箇所について早期の

完成を図り、売電収入を発電施設の

運営経費及び当区が管理する土地改

良施設全体の維持管理費等に充当さ

せ、組合員の賦課金の軽減を図るも

のです。

　 管 内 図

平成２７年 ５月第１２号
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地域用水環境整備事業芹谷野用水地区　計画図

芹谷野発電所の工事着工と三合新発電所の実施設計業務について

　春の「用水の水止め」が
３月２５日から３１日までの
５日間実施され、当土地
改良区が管理している幹
線用水路において、３月
２９日を中心に関係自治会
等の皆さんの御協力のも
と雨天にも関わらず実施
していただきました。

春季水止め時期の江浚えの実施
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地域用水環境整備事業三合新地区　計画図

発電所諸元

発電所諸元 (基本設計時の数値)

放流河川名

用水路分岐点

発電所位置

取水口

有効落差

使用水量

発電力

年間可能電力量

     形式

     沈砂池

     自動除塵機

型式

回転数

出力

型式

容量

台数

材質

長さ

内径

横軸フランシス水車

1200rpm

76kw

横軸三相誘導発電機

100kw

1 台

F R   P   M 管

L=292m

Φ500mm

9m×14m

290,000千円

和田川

三合新用水路末端排水路

砺波市芹谷13番1

砺波市芹谷地内

     32.1m

   0.30㎥/S

       68kw

452,000kwh

鉄筋コンクリート・取水門

ヘッドタンク　L=4.1m　 B=3.40m

目幅　  20mm

取
水
施
設

水
車      

発
電
機 

 
 

水
圧
管
路  　
　発電所規模

総事業費

取水門の適正管理について
　本年も本格的な農業用水の需要期を迎え、当区では期別毎に与

えられた水利権水量の範囲内で、全組合員の皆さんに有効かつ平

等に農業用水を利用いただくため配水に努めております。

　さて、近年当区が管理している幹線用水路の下流域で度々水不

足が生じ、関係組合員から増水要請が相次いでいます。

　つきましては、限られた農業用水でありますので下記の事項に

ついて周知下さるようよろしくお願い申し上げます。

記

　　１. 幹線水路の取水門からの取水量を、必要限度内にとどめるよう配慮をお願いします。

　　２. 灌水が終了すれば必要最小限の水量に調整してください。

　　３. 関係者間で灌水時間に差を設けるなど、限られた農業用水を有効に活用する配慮をお願いします。

『平成27年度草刈りの実施について』
　当区が管理している幹線用水路の草刈りを下記要領で実

施致しますのでご協力をお願い致します。

○草刈り期間

　６月上旬から８月上旬頃まで

　なお、実施に当たり用水の減水が必要であれば予めの日

程を事務局までお知らせ下さい。

○草刈り実施報告書の提出期限

　平成２７年８月１０日（月）事務局まで

取水河川名

芹谷野用水分岐点

発電所位置

取水口

取水位

放水位

有効落差

使用水量

発電力

年間可能電力量　615,851kwh

   

形式

寸法

延長

敷高

形式

寸法

床標高

水車中心高

形式

回転数

出力

台数

形式

沈砂池

転倒ゲート

自動除塵機

形式

寸法

条数

材質

長さ

内径

横軸三相誘導発電機

110kw

１台

平成２６年４月

平成２９年３月

型式

容量

台数

着       工

竣       工

鉄筋コンクリート

ヘッドタンク  L=16.8m

B=2.6m、H=1.07m

目幅　20mm

三方コンクリート水路

１条

F R   P   M 管

L=818m

Φ700mm

暗渠BOX

B=1.00m、H=1.20m

L=30.6m

23.638m

地上式鉄骨造

9.00×10.00m

25.55m

26.150m

横軸フランシス水車

９００rpm

97kw

１台

庄川水系  　庄川

砺波市安川地先

射水市串田新185-1

射水市串田新地先

         　　　49.65m

放
水
路　
　
　
　
　

発
電
所　
　
　
　
　
　
　

水
車  　
　

最大時

24.120m

23m

0.52 ㎥/S

89kw

常時

24.120m

24.4m

0.34 ㎥/S

58kw

取
水
施
設　
　
　

導
水
路　
　
　

水
圧
管
路

  　
　

発
電
機　
　
　
　

事
業
費　

工
期

  　
　

上B=1.7m.下
B=1.20m　H=1.00m

総事業費   ３６０百万円
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庄東用水土地改良区の地区別面積と組合員数（平成2７年4月現在）

 地 区 名

三合新用水

芹谷野用水

針山口用水

計

受益面積(ha)

５８.４７　

７２８.００　

６９２.３９　

１,４７８.８６　

組合員数(人)

８６　

１,２０２　

９３０　

２,２１８　

※設立年月日　平成15年２月３日（認可番号　富士改区498号）

次の事項に該当した場合は、土地改良区への届出が義務付けられています。 
 ★農業者年金を受けるため経営移譲したとき。
 ★組合員の死亡により農地を相続したとき。
 ★住所や組合員名を変更するとき。
 ★農地の売買、贈与、交換などで名義変更があったとき。
           
   
◎農地を宅地などに転用するため、農業委員会に申請する場合は、事前に土地改良区の
　意見書が必要です。       　
　・農地を宅地、作業所、駐車場、資材置き場などに転用するとき。
　・公共事業用地（道路、河川など）に転用するとき。    
　上記、転用する場合、土地改良区の地区から除外するため「地区除外申請」が必要です。
この場合、転用決済金で処理しますので、次年度以降の組合費の納入はなくなります。

▲定款第４条第３項の規定により、当区が管理する土地改良施設を、事業目的を妨げな
　い範囲内で他の目的外に使用する場合、「他目的使用承認申請書」を提出してください。
※当区の他目的使用及び手数料徴収規程により使用料がかかります。

組合員の資格取得・喪失等の届出について

農地転用の申請・届出について

他目的使用の申請について

組

合

員

の

皆

さ

ん

へ

事務局からのお知らせ

平成２７年度  賦課金納入について　

●　賦課基準日 平成２７年４月１日現在の土地原簿に記載された土地の地積 

●　賦課徴収額 各地区毎の賦課金の単価による。  

●　徴 収 時 期 第一期 平成２７年 ５月１０日（賦課金額の５０％）

　　　　　　 第二期 平成２７年 １０月１０日（賦課金額の５０％）

●　徴 収 期 限 第一期 平成２７年 ５月３１日     

 第二期 平成２７年 １０月３１日 

●　賦課金総額が１０千円未満の場合は、第一期に全額納入となります。

※口座引落のご案内
通帳の記入によって、領収書とかえさせていただきます。なお、領収書が必要な場合は
当事務局まで連絡ください。

９
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